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平成18年度　会計別決算の概要

区　　　分

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計
国 東 自 動 車 学 校 特 別 会 計
サ イ ク リ ン グ タ ー ミ ナ ル 事 業 特 別 会 計
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計

保 険 事 業 勘 定
介護サービス事業勘定

老 人 保 健 医 療 事 業 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
浄 化 槽 設 置 事 業 特 別 会 計

特 別 会 計 合 計

（単位：千円）

（単位：千円）

【説 明】
　経常収支比率とは、市税や地方交付税などの毎年経常的に収
入される一般財源を、人件費、扶助費（生活保護費や医療費の助
成経費）、公債費（借入金の返済）など毎年経常的に支出する経
費にどれくらい使っているかをみる指標で、財政の健全性を判断し
ます。この比率が高くなるほど、公共施設の整備など投資的な事業
に使える財源の余裕が少なくなり、財政運営が厳しくなります。
　平成18年度の国東市の経常収支比率は、前年度と比較して
5.1ポイント改善されましたが、これは、合併による効果によるもので、
県内の市の中では依然高い数値となっており、厳しい財政状況と
いえます。
　行財政改革に取り組み、経費の削減を早急に図る必要がありま
す。

【説 明】
　実質公債費比率とは、公債費（借入金の返済）による財政負担
の度合いを判断する指標で、一般会計だけではなく、下水道特別
会計等への繰出金等も算入しているため、より実質的な比率となっ
ています。
　この比率が18％を超えると地方債許可団体に移行、25％を超え
ると単独事業の起債（資金の借入）が認められなくなります。
　国東市（H18）の比率は、16.0％と非常に高く、県内の市の中で
ワースト２位となっています。
　今後、実施予定の事業を取捨選択し、市債（借入金）の発行を
押さえる必要があります。
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◎公営企業会計

※この２つの会計は、複式簿記による決算のため「収益的収支」となっています。
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平成18年度国東市決算の概要

特
別
会
計
の
決
算
の
概
要

◎
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

　

同
和
地
区
の
環
境
改
善
の
た
め
、
住
宅

新
築
資
金
や
住
宅
改
修
資
金
な
ど
の
貸
与

を
行
う
会
計
で
す
。
現
在
は
、
新
規
貸
付

け
は
な
く
、
過
去
の
貸
付
者
か
ら
の
徴
収

業
務
と
国
へ
の
償
還
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
歳
入
の
主
な
も
の
は
貸
付
者
か
ら
の

徴
収
金
６
、
８
０
８
千
円
で
、
歳
出
の
主

な
も
の
は
、
国
に
対
す
る
借
入
金
の
返
済

金
１
２
、
１
５
４
千
円
で
す
。

◎
国
東
自
動
車
学
校
特
別
会
計

　

国
東
自
動
車
学
校
の
管
理
・
運
営
等
を

行
う
会
計
で
、
２
１
１
名
の
入
校
者
が
あ

り
ま
し
た
。
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
授
業

料
等
の
使
用
料
４
９
、
８
０
８
千
円
で
、

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
職
員
人
件
費
な
ど

４
５
、
０
９
０
千
円
で
す
。

◎
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
特
別
会
計

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
、

宿
泊
や
食
事
あ
る
い
は
自
転
車
の
貸
出
し

を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
会
計
で
、
８
、
３

３
９
人
の
宿
泊
者
と
４
１
５
件
の
自
転
車

貸
出
し
が
あ
り
ま
し
た
。
歳
入
の
主
な
も

の
は
、
宿
泊
使
用
料
等
４
７
、
９
６
６
千

円
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
職
員
人
件

費
な
ど
施
設
の
管
理
運
営
費
５
０
、
２
５

３
千
円
で
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

農
業
や
自
営
業
及
び
退
職
者
の
方
を
対

象
に
、
疾
病
、
負
傷
、
出
産
、
死
亡
に
関
し

て
、
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
会
計
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費
等
に

係
る
国
・
県
支
出
金
２
、
１
７
６
、
４
８
３

千
円
と
国
民
健
康
保
険
税
８
８
４
、
０
０

８
千
円
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険

給
付
費
２
、
７
６
２
、
０
６
４
千
円
で
す
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

（
保
険
事
業
勘
定
）

　

老
後
の
安
心
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
利
用
者
の
希
望
を
尊
重
し

た
総
合
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
保
険
給
付

を
行
う
会
計
で
す
。
歳
入
の
主
な
も
の
は
、

介
護
給
付
費
等
に
係
る
国
・
県
支
出
金

２
、
２
６
７
、
０
３
７
千
円
と
介
護
保
険

料
４
７
６
、
４
４
８
千
円
で
、
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
介
護
給
付
費
２
、
９
６
０
、
０
６

０
千
円
で
す
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

　

姫
見
苑
、
む
さ
し
苑
で
の
施
設
入
所

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
た
め
の
会
計

で
す
。
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
収
入
５
５
５
、
１
５
０
千
円
で
、
歳
出

の
主
な
も
の
は
、
職
員
人
件
費
な
ど
４
７

０
、
５
０
７
千
円
で
す
。

◎
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

　

75
歳
以
上
の
方
の
医
療
費
に
対
し
て
、

医
療
給
付
を
行
う
会
計
で
す
。
歳
入
の
主

な
も
の
は
、
医
療
給
付
費
等
に
係
る
国
・

県
支
出
金
４
、
９
８
０
、
４
０
４
千
円
で
、

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
医
療
給
付
費
等

５
、
４
０
０
、
２
６
２
千
円
で
す
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

安
全
で
お
い
し
い
飲
用
水
を
供
給
で
き

る
よ
う
、
水
道
施
設
な
ど
の
管
理
・
運
営

等
を
行
う
会
計
で
す
。
歳
入
の
主
な
も
の

は
、
水
道
使
用
料
２
７
６
、
４
３
５
千
円

で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
借
金
の
返
済

金
２
０
４
、
１
０
５
千
円
な
ど
で
す
。

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

国
東
地
区
の
都
市
計
画
区
域
を
主
に
、

生
活
排
水
等
を
浄
化
し
、
公
衆
衛
生
の
向

上
と
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
に

設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
。
歳
入
の
主
な
も

の
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
２
７
８
、

０
０
０
千
円
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
借

金
の
返
済
金
２
４
５
、
６
０
２
千
円
な
ど

で
す
。

◎
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

国
見
・
武
蔵
・
安
岐
地
区
に
お
い
て
、
生

活
排
水
等
を
浄
化
し
、
公
衆
衛
生
の
向
上

と
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
に
設

置
さ
れ
た
会
計
で
す
。
歳
入
の
主
な
も
の

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
６
４
６
、
６

８
７
千
円
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
借

金
の
返
済
金
５
９
０
、
７
８
１
千
円
な
ど

で
す
。

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

安
岐
地
区
の
農
業
集
落
内
の
生
活
排
水

等
を
浄
化
し
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

と
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ

た
会
計
で
す
。
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
２
１
、
１
４
８
千
円

で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
借
金
の
返
済

金
２
７
、
５
１
５
千
円
な
ど
で
す
。

◎
浄
化
槽
設
置
事
業
特
別
会
計

　

武
蔵
地
区
の
特
定
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
事
業
の
計
画
区
域
外
地
域
に
お
け

る
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
環
境
の
改

善
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
一
般
会
計
繰
入
金

１
、
５
３
７
千
円
で
、
歳
出
の
主
な
も
の

は
、
浄
化
槽
設
置
工
事
２
、
７
３
０
千
円

な
ど
で
す
。

◎
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計

　

企
業
に
工
業
用
の
水
を
供
給
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
会
計
で
、
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
九
州
㈱
大
分
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
に
年
間
１
３
５
、
７
２
１
立
方
メ
ー

ト
ル
を
供
給
し
ま
し
た
。
収
益
的
収
入
の

主
な
も
の
は
、
給
水
収
益
２
５
、
１
３
３

千
円
で
、
収
益
的
支
出
の
主
な
も
の
は
、

人
件
費
な
ど
の
総
係
費
１
４
、
９
９
５
千

円
な
ど
で
す
。
資
本
的
収
入
は
無
く
、
資

本
的
支
出
の
主
な
も
の
は
、
借
入
金
の
返
済

金
１
、
４
７
１
千
円
な
ど
で
す
。

◎
市
民
病
院
事
業
特
別
会
計

　

地
域
医
療
の
中
核
病
院
と
し
て
、
健
康

保
持
に
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
。
収
益
的

収
入
の
主
な
も
の
は
、
入
院
収
益
・
外
来

収
益
な
ど
の
医
業
収
益
３
、
０
８
４
、
４

１
６
千
円
で
、
収
益
的
支
出
の
主
な
も
の

は
、
人
件
費
な
ど
の
医
業
費
用
３
、
２
１

３
、
７
８
２
千
円
な
ど
で
す
。
資
本
的
収

入
の
主
な
も
の
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
出

資
金
６
３
、
２
１
８
千
円
で
、
資
本
的
支

出
の
主
な
も
の
は
、
借
入
金
の
返
済
金
１

７
０
、
３
８
１
千
円
な
ど
で
す
。


